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石圏

PTAの委員さんが?トラックを運転して伊草まで行ってくれることになった O さて?大仁で狩

野)/1の河原代下りて迷った O どれも ζれも安山岩K相違ないが F これぞというものはなかむかない。

ここですっかり時間をくってしまし¥小室山で棒石を しF 清水〈しよみず)でレピドシクリナ

を拾ったら?それでお帰りの時刻と相成った O

「先生。この車は乳牛 3頭ぐらい積むのだぜ。たったこれだけじゃ車が泣くよ o J 

賎機務翠

ぎんなんをむいたような務翠の美しさには?女性ならでもうっとりとしてしまう O

某月某日 p 来客あり o r賎機弱翠というものだそうですが?指輪になりましょうか。 J見せて

ったと ζ ろ?玄武岩の中に自変成による緑泥石らしきものが F 点々と散っている O

「お金をかけるほど値打らのものではないようです。 Jと?答えたが，

るわたしにも残念なことだった O

つ覚え

を欲しいと思ってい

枕状溶岩を覚えると F 河原の まで枕状溶岩R.，鏡肌を覚えると p すべすべしているところは

どこも鏡肌iと見えてくる O そこで共隊の頃を思いだした O

はがJ ました o J 

「ヨーチンを塗れo J 

F むし歯が痛みます。 J

「ヨーチンを塗れ。 J

F 恋、の病です。 J

りp 不動の姿勢をとって F ピγセットを指揮万のようにかまえ p 号令した。

「ョ…チンををを…・・?塗れ・ク j

<新 型i紹介>

小島部

に消えた動物fこらー

のべているように?この本は古生物学のわかりにくい解説書でもなければ?生物進化を説

くこむずかしい専門書でもなし 10 サラリーマンや学生諸氏が通勤@通学の途上で p 週刊誌やスポ

ツ新聞を買うかわりに手にとってどこからでも自由に拾い読みして楽しめるようにできている O こ
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のCろは やテレピ@ 記いろいろ ~l してくる O ル」 これらの

のそデんとなった

こ0) 3部からなち F 第 i

しあててみるのにも F こ

iと

かもしれない O

ておち?マンモスの弓

か p カバ?サイ，夕、、チョウに1tJ.tこ るO 第 2 は

に現われた陸接@本棲@肉

の祖先が描かれている O

など F

78トン るプラキオサウノレスから? a ワ

ニ@惜の祖先といわれている 1 m-余の小じんまりしたチコドントに宣るまで F そ は

土済々 O 第 3部は古生代にさかのぼる O

サソリ〉などの先祖が措かれている O

太古の動物などがどのように環境に順応して自らの体形をかえ?進化していったかを調べたい

には，この本に掲げられている多くの思表がお手伝い脅してくれる O 進化の問題iζ余り興味のな

は，犯人を探し求めるシャロックホームズよろしく p 太吉の動物の骨格や諸器管の特徴やミ

イラや氷づけになった生体などを手がかりに F 動物たちがどのような習性をもら?どのようにして

外敵とたたかし¥どのようなものを食べて子孫を残し，どのような環境のもとで生活していたかを

探究し?想橡されることをおすすめする O この本は動物たちが生きていた時代の光影を頭K措くの

@腿虫類や無脊椎動物(ゴキブリ a トンボ@

に手助けをしてくれ p 読者を自由な幻想の世界へみらびいてくれるであろう o (四六版 210

380円， 42年 9月，徳間害賠)

く新刊紹分>

井節夫.

。
本にも象会ぜいたニろ今

(岩波新書 645) 

今日の日本には象は住みついていない O しかしながら日本の国土からは突にさまざまな象の化石

が発見されている O このことから日本にもかつては象の繁栄した時代があったことが推測される O

わが国における鴫乳動物化石代関する権威者として?また野尻湖底の発掘調査の推進者と

して知られる著者Kよってまとめられたもので p 全5章で構成されている O 第 1章 H 日本にも象が

いたグでは竜骨が象の化石でゐることが明らかにされた経緯 p 毘本における化石象の研究とそれに

まつわるいくつかの謎について述べられている。特に野尻湖底の発揮を通して?高方系のナウマン

象が最終氷期の極相〈約 20000年前)の寒冷気候の中で F 生き延びていたことが明らかにぶれた

ことが注目ぶれる O

立章グ象の生活はどのようなものかグでは象の鼻?象の体 F 象の歯 p 象の生活など p 象iζ

る興味ある話題が取上げられている O 現在の象の留は水平交換であるが F 古い型の化石象では

永久歯の区別があり p 垂直交換をしていたこと p 死期を察した象の集まるという「象の墓場 iはな

いらしいなど p 興味深く書き進められている O

第亜章ではグ象はどのように進化して来たかグが取上げられ，象の進化は体の大型化乱開の骨の長

大化?指骨の巾の増大と長さの短縮 F 頭蓋の大化とそれに伴う頭部の短縮?下顎の伸長 9 鼻の伸長，
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